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■□ 解題

生協における職員・労働者
～歴史と現状、研究の課題～

杉本 貴志（本研究所研究委員会　関西大学教授）

なぜ今、協同組合労働をとりあげるのか
　ご紹介いただきました、関西大学の杉本
でございます。あらためまして、よろしく
お願いいたします。　
　本日は、ここ京都に 150 名のみなさまを
お迎えいたしました。テーマは生協におけ
る労働、あるいは生協における職員の問題
を考えてみようということです。今日は、
３つの貴重なご報告と３つのコメントをい
ただくことになっています。その前に、私
から解題として、なぜいま生協における労
働問題・職員問題を取り上げるのかという
ことをお話しして、協同組合である生協に
おいて、これまで労働はどのように考えら
れてきたのかということを簡単に振り返っ
たうえで、３人のご報告をいただきたいと
思います。

　いま、生協・協同組合において、労働と
いう問題は非常に大きく注目されていま
す。たとえば、ここには多くの生協の役職
員の方がいらっしゃいますが、とにかく現
場においては非常に深刻な人材不足がある
ということが、私のほうにも伝わってくる
ぐらい、たいへん深刻な問題になっている
と理解しています。
　とにかく、パートの職員さんをいくら募
集しても集まらない。新卒の大学生にして
も、少し前までは私も学生の就職問題で
困っていましたが、いまや学生はやりたい

放題です。せっかくすばらしい生協から内
定をもらったにもかかわらず、わがままを
申しまして内定辞退をするために、私が聞
く限りでいえば、30 人に内定を出したけ
れども 15 人しか残らなかったという状況
がかなり一般的になっているようです。
　要するに、生協において働くことの魅力
を示すことができなければ、人材不足に
よってまともに生協の仕事を遂行すること
もできない時代になっている、ということ
です。大阪のほうの生協では、もう真剣に
大学の国際部留学生センターに赴いて、な
んとか留学生の方を送ってくれないかと依
頼するようなこともやっています。もはや
日本人だけでは足りない、というような時
代になっているということです。
　
　もうひとつ、現場から多少離れますが、
社会一般において「働き方改革」が注目さ
れています。いま日本の最も大きな問題だ
といえるかもしれません。あの現内閣でさ
え、同一労働同一賃金とか、残業規制と
か、そういうことをいわざるを得ない時代
になっているわけです。
　そんななかで生協は、協同組合として、
他の企業の先頭に立った、魅力的な働き方
を示すことができるのでしょうか。少し前
まで、「ディーセント・ワーク」（働きがい
のある、まともな労働）が協同組合の世界
でよく言われていましたが、それが実践で
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多様化する生協労働をどうとらえるか

きているのだろうか、という問題関心もあ
るかと思います。
　
協同組合の危機
　３つめに、いま協同組合がたいへん危機
的な状態にあるというふうに、われわれ研
究者は考えています。たとえば、国連総会
が 2012 年を、国際協同組合年に指定しま
した。世界各国で協同組合を差別しないで、
もっと伸ばしていかなければいけないと、
各国政府に対して勧告が出されて、これか
ら協同組合をいっそう普及・振興していこ
うということになったのですが、日本でど
うだったかといえば、むしろ逆の動きが非
常に強まったのが 2012 年以降の傾向では
ないかと思います。
　たとえば共済規制がありました。さまざ
まな協同組合的な保険システム、共済シス
テムが攻撃されて、いくつかはもう存続で
きなくなりましたし、一般の地域生協・大
学生協においても共済について相当大幅な
規制を受けて、手直しを迫られたわけで
す。私が所属している関西大学には、関西
大学生協というちょっと変わった大学生協
がありますが、ここは全国大学生協連合会
に入っていないこともあって、共済事業を
独自でやっていました。しかし、もうこれ
はできないということで、共済事業はあき
らめました。そういうことが実際に起こっ
ています。
　そして、今日もお話ししていただきます
が、農業協同組合陣営に対する風当たりの
強さは半端なものではありませんでした。
要するに、「競争原理をもっと農業に取り
入れないからだめなんだ」ということで、
なんとか協同組合を解体しようという動き
があからさまになされるような時代になっ
ています。
　

協同組合ならではの働き方とは
　国際的に見れば、昨年末、ユネスコが生
協や農協、協同組合をユネスコ世界文化遺
産に指定してくれました。しかし、日本の
なかでそれはどう伝わったでしょうか。「和
食」はユネスコの文化遺産になった、祭り
の屋台（京都では鉾といいます）もユネス
コの文化遺産になった、ということで大騒
ぎして、大歓迎でしたが、あれと同時に協
同組合が文化遺産に指定されたということ
を、みなさんは何でごらんになりましたか。
ごらんになった方は、一般マスメディアで
はなく、おそらく自分の生協・農協等の協
同組合組織内部のニュースで知ったという
ことではないかと想像します。メディア
も政府も、まったく無関心というか、冷
淡です。　
　そんな時代にあって、やはり労働の側面
からも、協同組合は営利企業と違ったこん
ないい点がある、こんな存在意義がある、
ということを示すことが求められているの
ではないかと考えています。
　いずれの側面から見ても、求められてい
るのは協同組合ならではの働き方の提示で
あり、労働という側面から見ても、社会の
先頭に立つのが協同組合なのだという姿を
世間に示すことが求められているのではな
いかと思います。
　そんな問題関心から、協同組合研究にお
いても近年、職員・労働者問題への注目が
高まっています。たとえば東京に、農協・
生協等々のあらゆる協同組合のシンクタン
クとしてＪＣ総研という研究所がありま
す。「日本協同組合総合研究所」といった
ほうがいいと思いますが、この JC 総研は
『にじ』という雑誌を出しています。そこ
でも特集をたびたび組んでいますが、協同
組合における職員の地位と役割に関する研
究会を研究所としてつくって、協同組合で
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働いている方々の意識はいまどうなってい
るのか、そうした職員の方々にどのような
協同組合理念教育を進めればいいのか、と
いうような研究を進めています。
　そして、わがくらしと協同の研究所にお
いても、基幹研究会というかたちで生協労
働研究会ができて、現在、本格的な研究の
前段階として、生協職員の方々にアンケー
トをとってみようと準備を進めているとこ
ろです。
　
協同組合の思想の始まり
　それでは私のほうからは簡単に、協同組
合において職員・労働者というものがどの
ように生まれ、どのように扱われてきたの
かということをお話ししておきたいと思い
ます。
　もともと協同組合は、働いている人たち
をなんとか認めさせるためにできた組織で
す。現在でこそ、生協といえば消費者の組
織、農協といえば農業者の組織というイ
メージが強いようですが、もともと協同組
合は、「働いても働いても報われない人び
とが大勢いる。自由競争経済では、どうし
てもそうなってしまう」ということで、働
いた人がちゃんと報われるような協同の経
済をつくろうという運動でした。
　そして、そこからさまざまなプランが立
てられたのですが、まずは協同の店をつく
ろうというところから、一般的には協同組
合運動が広がっていきました。つまり、最
終的には、みんなで協同して住み、みんな
で協同して生活し、みんなで協同して働く
という、協同のコミュニティ、協同の社会、
協同の経済をつくろうとしたのですが、そ
れはあまりに大規模な、お金のかかる仕事
であり、一気にはできないから、まずはみ
んなで買い物をする店をつくりましょう、
というようなことが、ロバアト・オウエン

の教えを受けたオウエン派と呼ばれる人び
とによって考えられ始めたのです。
　まず店（生協）をつくって、そこでみん
なで買い物をして、お金を貯めていって、
次は工場をつくって、みんなが消費するも
のはみんなでつくりましょう。あるいは土
地を買って、畑を開いて、農業を始めて、
みんなが消費する安心・安全な食べものは
みんなでつくろう。そうすれば、労働環境
も、営利企業とは違って、ちゃんとしたも
のを労働者に提供することができるし、な
により失業した仲間をそこで雇うことがで
きる。こうやって一歩一歩、新しい経済シ
ステム、労働が報われる経済システムをつ
くっていこう、というのが協同組合であり
ました。　
　しかし、この運動はなかなか成功しませ
ん。要するに、貧しい人たちが始めた、貧
しい人たちのためのビジネスですから、ど
うしても店の運動がなかなか成功しないの
です。店には、ほとんどお金を持っていな
いような消費者・組合員がやって来て、「な
んとかパンを売ってくれ」と言う。自分た
ちがつくった、仲間の助け合い・協同の店
ですから、お金を持っていない人間にもパ
ンを売ります。そうして、負債がどんどん
広がって、ほとんどの生協はつぶれてしま
う。そういうことを繰り返していたのが
1820 ～ 30 年代です。

ロッチデールの成功
　こうしてイギリスでは、こんにちでいう
生協が200～300ぐらいできたようですが、
ほとんどの生協はつぶれてしまいます。し
かし、なぜか 1844 年、ロッチデールとい
う街で「もう一度、あの生協をやってみよ
うじゃないか」という人たちが立ち上がり
ました。ロッチデールの街でも、すでに
10 年以上前に生協はできて、失敗してい
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ました。それにもかかわらず、もう一度や
ろうという人たちが出現して、組合員手づ
くりの店ができたのです。

　その店は、現在では博物館になっていま
すが、国際協同組合年のとき、車椅子の方
でも見学できるようにと、エレベーター棟
が増設されました。内部には当時のお店が
再現されていますが、砂糖と小麦粉とオー
トミールとバターという４品目だけを細々
と売っている、誰もが「こんな店はつぶれ
てしまうだろう」と予想した、本当に小さ
な店でした。
　ところが、なぜかこの店が大成功しまし
て、規模を徐々に拡大していきます。ここ
で労働者という問題が出てくるわけです。
つまり、それまでは、生協は組合員がまさ
に手づくりで、自分たちで運営している店
でした。たとえば 1845 年２月の開店時間

を見ると、平日の営業は夜ばかりです。し
かし、土曜日は午後から営業しています。　
これは何を意味するかというと、普通の組
合員は、昼間は工場で労働するなど、自分
の仕事をしていました。それが終わって、
自由になってから店に駆けつけて、自分た
ち自身で店の切り盛りをしていたのです。
　
生協労働者の誕生
　こんな運営は、小さな店の段階ではでき
るかもしれませんが、徐々にそれが不可能
になっていきます。ロッチデール公正先駆
者組合は、おそらく世界のチェーンストア
の元祖といってもいいと思います。一般的
な教科書には、イギリスでは 1870 ～ 80 年
代頃に、紅茶で有名なリプトン等のチェー
ンストアが生まれたと書かれていますが、
ロッチデール公正先駆者組合は、それ以前
から支店という新たなチェーンストアのシ
ステムを開発していました。
　そうしたかたちで規模がどんどん拡大し
ていくと、日本で「専従職員」と呼ばれる
ような、生協の仕事だけをしている労働者
が生まれます。ここで協同組合は、新たな
問題にぶち当たりました。要するに、この
人たちをどう考えればいいのか、というこ
とです。それまでの協同組合は、組合員が
出資し、組合員が運営し、組合員が利用す
る店ですから、組合員のことだけを考えて
いればよかった。しかし、労働者という新
たな身分が生まれたとき、それを協同組合
にとってどう位置づけるのか、という新た
な、協同組合の実践のなかでの課題が出て
くるわけです。　

生協労働者に権利はない？
　ここからイギリスの生協運動は、論争を
繰り広げて、「労働者は生協にとっては付
随的な存在であって、生協はあくまで消費

ロッチデールの店舗

店内の再現
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者の組織である。組合員が主権を持つべき
だ」という考え方が結果的に勝ちます。そ
して生協の表舞台においては、職員のこと
を問題にすることはなくなってしまいます。
　それは国際協同組合運動も同じで、もと
もと国際協同組合同盟（ICA）は、いまの
ような各国の生協・農協・信用組合等々の
協同組合代表の集まりではありませんでし
た。あの組織は、もともとは労働者の地位
を高めることが重要なのだということで、
世界中に協同組合のような労働者利潤分配
制（企業で上がった利益は、ちゃんと労働
者に還元すべきだという考え方）を国際的
に広めるためにできた組織です。
　つまり、ICA は、労働者の地位を高め
るために、協同組合が率先して「こんなに
すばらしい協同組合という職場があるの
だ」と示して、それを営利企業にも広めて
いくための組織だったのです。
　ところが 20 世紀初頭に、「協同組合の主
人公は組合員である。生協の主人公は消費
者組合員なのだ」という路線が ICA内部
でも勝って、協同組合労働者は表舞台から
姿を消してしまいました。だから、こんに
ち、われわれがよく目にする「協同組合原
則」には、生協職員なんてまったく登場し
ないのです。生協で働く方々、農協で働く
方々など、協同組合労働者をどう扱わなけ
ればならないかというようなことは、協同
組合原則にはいっさい書かれていないのです。
　この状態は、1980 年にレイドローとい
う方が書いた有名なレポートで、「これか
らの協同組合はもっと労働のことを考えな
ければいけない」と指摘されるまで続きま
した。
　
日本型生協での労働者の重要性
　ところが、その例外が日本の生協なので
す。日本の生協においてだけは、生協職員

のことが常に議論されてきました。その理
由を私なりに考えると、消費生活協同組合
法（いわゆる生協法）という、とんでもな
い法律があったせいです。この法律は、ど
う公平に考えても、生協にとっては厳しす
ぎる法律で、たとえば員外利用規制があり
ます。この「生協は組合員以外に利用させ
てはいけない」という規制は、地球上の協
同組合で唯一、日本の生協にのみ課せられ
ている規制です。
　また、「同一の都道府県でしか活動して
はいけない」ということが 70 年近く強制
されました。生協法改正でようやく隣県ま
では認められましたが、なぜ隣県なら許さ
れるのか、よくわかりません。
　そして、農協や漁協等々、あるいはイギ
リスの生協など海外の生協には当然のよう
に認められている銀行業務・信用事業が、
日本の生協には認められませんでした。　
　これほど厳しい規制を受けている協同組
合は世界でも稀ですが、戦後日本の生協運
動をリードしてきた方々は、それを見事に
乗り越える事業システムを開発しました。
それは、たとえば班別共同購入です。要す
るに、「組合員しか利用できない。地元に
密着した事業しかできない」ということに
なれば、店舗をチェーンストア展開するこ
とは著しく不利です。しかし、一般の営利
企業ではできない無店舗事業ならばできる
わけです。
　一般の企業で無店舗事業をやろうとする
と、日本全国のあらゆる世帯にカタログを
配らなければいけないし、注文された品を
一軒一軒お届けしなければいけません。し
かし、生協の場合は、組合員だけにカタロ
グを配って、地域で班をつくってもらえば、
一軒一軒お届けする 10 分の１の手間で、
品物を無店舗で供給することができるとい
うことです。こうして、日本独特の班別共

解題
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同購入が生まれました。
　これが生協職員を決定的に重要にした…
と私は考えています。つまり、このシステ
ムは、組合員が生協事業に積極的に参画す
るというかたちで画期的でしたが、当然な
がら、組合員だけでは何もできません。毎
週のように、班の組合員と生協職員が顔を
付き合わせて、一緒に生協事業をつくって
きたのです。

日本の生協労働論の発達
　こうして、世界の協同組合とは違って、
日本の協同組合では、生協職員が生協の運
動と事業のなかで重要な存在だと位置づけ
られます。「連結者としての生協職員」と
いう言い方を最近の研究ではしています
が、生協職員が組合員と生協とを結びつけ
る役割を果たすのです。ここから日本では
生協労働論が独自に発達することになります。
　その担い手は、もっぱら生協の労働組合
に参加された方々ですが、たとえば二重性
の問題（生協職員は、単なる労働者ではな
くて、生協の運動者でもあるという問題）、
あるいは正規職員とパート職員の問題で
す。こうした問題があるということから、
生協労働論が深められていったのが日本で
あります。　
　もちろん、「生協職員は二重性を持って
いる」というような言い方は、時として反
発を受けたし、極端な強調のされ方もしま
した。たとえばベテランの生協職員の方は、
おそらく昔は土曜も日曜もなかっただろう
と思います。徹夜で担当者ニュースを書か
れたのだろうと思います。「組合員がタダ
で生協運動を支えているのだから、おまえ
たちも当たり前だろう。おまえたちは、単
なる労働者じゃないんだ。運動者なんだ」
というような言われ方をして、それが生協
の労働者性を無視したり、軽視したりする

傾向につながることもあったかもしれない
し、逆に、それに対する反発から、「生協
も一種の資本なのだから、そこで働くのは
労働者なのだ」と非常に割り切った議論が
なされたかもしれませんし、いろいろあっ
たと思います。
　しかし、残念ながら、このようにせっか
く提起してくださった生協労働論を、われ
われ協同組合研究者が十分に深める時間は
与えられませんでした。その前に、女性の
社会進出、班の崩壊、個配への主力業態の
転換というようなことが起こるなかで、生
協労働が一気に多様化してしまったのです。

多様化する生協労働と課題
　要するに、個配は、班に届ける手間に
比べると５倍、10 倍の手間がかかるので、
もはやこれを正規職員だけでまかなうこと
はできないということになって、生協は
パート労働者にも宅配事業に携わっていた
だいたり、それでもだめだということで外
部に委託するというような、新たな段階に
入っていったのです。　
　こうして生協労働は、現在の日本の労働
問題で最大の問題である非正規労働問題の
最前線に立つことになりました。今日のシ
ンポジウムは、そういうなかで生協労働を
どのように展望していけばいいのだろう
か、それを考えるきっかけにしたいという
ことで企画いたしました。
　これはこの後にご登場いただくエフコー
プさんからお借りした言葉ですが、生協は
これまで、さまざまな場面で、流通業の常
識をくつがえしてきました。たとえば昔は
赤いウインナーが当たり前でしたが、いま
や赤いウインナーは、大阪の天六の飲み屋
さんに行かないかぎり、なかなか食べるこ
とができません。生協が「赤くなくてもい
いじゃないか」と発言して、流通業・食品
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産業が変わっていったのです。
　なぜ、それが労働の世界ではできないの
か？という提起を、エフコープさんはされ
ています。生協が携わっている小売流通業
は、とにかく非正規労働を使うのが当たり
前という世界です。もし正規労働だけでや
れば、とんでもない小売価格になってし
まって、とても太刀打ちできない。それは
そうだと思います。
　しかし、いつまで経ってもそれでいいの
か。「赤くないウインナー」を、なんとか
労働の場で実現できないのか。雇用責任を
どう考えればいいのか。待遇の改善をど
う考えればいいのか。ILO は協同組合に
ディーセント・ワークを期待していると思
いますが、そういう労働を生協は本当に提
供できるのか。働きがい、職員教育等々の
問題から考えていかなければいけない、と
いうことです。
　
　こうした問題意識から、本日は第１報告
で島崎安史さんからエフコープ生協の挑戦
についてご紹介いただきたいと思います。
　第２報告では、生協の給与や労働問題に
ついての若手の研究者であられる山縣宏寿
さんから、職員の労働にどのように報いる
べきなのかということを、某生協での事例
調査をもとにご報告いただきます。
　第３報告では、同じ協同組合の仲間であ
る農業協同組合陣営から、西井賢悟さんに
ご報告いただきます。現在、協同組合理念
が協同組合職員には求められているのでは
ないか、理念教育が働きがいにつながるの
ではないかということで、JAは理念教育
に懸命に取り組んでおられます。いくら給
料を上げたとしても、それはまともな企業
になるだけの話であって、その先に「協同
組合らしい働きがい」とは何なのかという
ことを考えなければいけないと思います

が、そうした側面をご報告いただきたいと
思っています。
　そして、コメントは３人の方からいただ
きます。かつて小売流通業と生協職員の
労働問題の調査をされた木本喜美子先生、
マーケティングの側面から生協の問題に
迫っている新進気鋭の加賀美太記先生、農
協とともに生協においても、「おしゃべり
パーティー」等での職員の役割に注目して
研究されている青木美紗先生からコメント
をいただいたうえで、パネルディスカッ
ションをしたいと考えています。
　

解題


